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清水雅文新町政がスタート
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愛南トピックス

今月の注目記事

清水雅文新町政が
スタートします！

あいなん歳時記
ふるさと一本松が好き！

あいなん歳時記
愛南の秋祭りを
紹介します

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

折々の便り

あいなん掲示板

愛は南から

目次

2

3

4～

表紙の写真コメント

役場本庁舎玄関前で、

初登庁する清水雅文町長を

職員が出迎え、花束の贈呈

を行いました。

10/31

9 月 24 日から 10 月
9 日までの 11 日間、
宇和海海中資源保護
対策協議会が、地元
ダイバーの協力を得
て、鹿島周辺、須ノ
川海岸、当木島周辺
の 3ヵ所で、サンゴ
を食害する巻貝 ( シ
ロレイシガイダマシ
類 ) やオニヒトデ、
約 34,000 個を駆除
しました。

20～

10/7

19

10/10
御荘中学校、恒例の
「スパスタスロン」
が行われ、同校から
船越、中浦を回る全
行程、約27kmを完
歩しました。同校で
は、生徒たちに、や
り遂げたという達成
感や満足感を味わっ
てほしいと、毎年実
施されています。
(文、小野山かをり
広報編集委員)

愛南町グラウンドゴルフ協会

長の門屋映
えいしょう

章さんが、合併後

のグラウンドゴルフ大会で積

み立てたホールインワン基金

33,000 円を「優しさ溢れるふ

るさと」へ活用してほしいと、

愛南町に寄付されました。平

成 20 年 11 月 7日現在の「愛

南町ふるさと寄附金」申出総

額は、22 件、1,018,000 円に

なっています。

11/7

長年、地域の防

犯活動に尽力さ

れたとして、愛

南警察署で谷口

直
ただし

さん ( 福浦 ) に

「防犯栄誉銀章」

二宮喜
き そ ま つ

惣松さん

( 久良 ) に「防犯

栄誉銅章」の伝

達がありました。

おめでとうござ

います。

8～

7

6

22～

24

25～

28

谷口直
ただし

さん 二宮喜
き そ ま つ

惣松さん

愛南
トピッ

クス
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　10月は、初登庁後に職

員へ訓辞及び事務引継ぎ

(31 日 ) などを行いまし

た。

　11 月は、予定価格の

設定ほか (4 日 )、御荘病

院長野先生ほかが来庁 (5

日 )、町施設の視察 (6日 )、

平成20年度文化祭で開会

あいさつ (8日 )、「第 3回

ふるさと一本松祭」であ

いさつ (9 日 )、愛媛県知

事及び愛媛大学へあいさ

つのほか町村会全員連絡

会 (10日、松山市 )、県内

各市町の首長が参加した

危機管理対応を学ぶ研修

会 (11日、松山市 )、町議

会臨時会及び「第 26 回

地域づくり団体全国大会」

(14日 )などに出席しまし

た。

　この度、多くの皆様の

ご支援をいただき、これ

からの 4年間、町行政の

舵取り役を任せられるこ

とになりました。

　私自身、深刻な景気の

低迷等、社会全体に大き

な変革が求められている

と感じています。このよ

うな情勢を意識し、より

良い愛南町づくりに向け、

この身を削る覚悟で町政

に取り組んでいきたいと

思いますので、町民の皆

様のご支援、ご協力をお

願いします。

　町長の行動

「山街道を行く」灯籠まつりを

行った佐藤和
か ず ひ こ

彦さん（後列左端）

を始めとする地区役員の皆さん

です。

10/11

南宇和少年相撲クラブの皆さんです。（第 4回伊予・土佐親善相撲愛南大会にて）

10/26

10/23

柏小 5年生が環境浄化微生物「えひめ A -2」づくりに挑戦しました。

10/28

御荘保育所で行われた「ぎょしょく普及イベント」で、数種類の魚に触っ
て喜ぶ園児たちの様子です。

　町長の思い

今号
の

注目記
事



広報　　　　　　　　平成20年12月号 4

清
水
雅

ま

さ

ふ

み文
新
町
政
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!

　

先
の
愛
南
町
長
選
挙(

平
成
20
年
10
月
19
日
執
行)

で
当
選
し
た
清
水

雅ま

さ

ふ

み文
町
長
が
、
職
員
が
見
守
る
中
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。
同
日
、
係
長

級
以
上
の
職
員
に
対
し
、
就
任
あ
い
さ
つ
と
訓
辞
を
行
い
ま
し
た
。

10/
　 31

　

就
任
あ
い
さ
つ
及
び
訓
辞

(

要
旨)

　

清
水
町
長
は
「
景
気
の
低
迷
等
、

町
財
政
も
、
住
民
生
活
も
、
と
も
に

厳
し
い
時
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
行
政
組
織
は
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
で
は
な
く
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
方
式
で
、
有
能
な
職
員
が
町

民
の
生
活
に
目
を
向
け
、
町
民
の
声

に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
の
中
か
ら
、
真

に
必
要
な
施
策
の
実
現
を
め
ざ
す
、

そ
ん
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ

ん
は
、
町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、

と
も
に
汗
し
て
知
恵
を
出
し
合
う
関

係
を
築
く
た
め
、
努
力
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
就
任
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
や
子
育
て
支
援
な
ど

「
真
の
公
平
、
公
正
、
そ
し
て
真
心

を
持
っ
て
、
町
民
の
目
線
で
、
町
民

の
た
め
の
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
私
の

意
志
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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本
庁
議
場
で
、
平

成
20
年
第
4
回
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
始
め
に
清
水

雅ま

さ

ふ

み文
町
長
が
招
集
あ

い
さ
つ
及
び
所
信
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
愛
媛
地

方
税
滞
納
整
理
機
構

規
約
の
一
部
変
更
、

情
報
資
産
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
製
品
契
約
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
等
機
器
購
入

契
約
、
船
越
漁
港
広
域
漁
港
整
備
工
事
請
負
契

約
及
び
柏
崎
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更
の
計
5
議
案
が
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
に
山や

ま

き木
勝か

つ

ひ

ろ廣
さ
ん(

魚
神
山)

、
幸こ

う

ざ

き﨑

信の

ぶ

ま

さ正
さ
ん(

御
荘
平
城)

、
市い

ち

か

わ川
乗じ

ょ

う

じ地
さ
ん(

御
荘

平
城)

、
山や

ま

お

か岡
島し

ま

こ子
さ
ん(

船
越)

、
同
委
員
会
委

員
補
充
員
に
尾お

だ田
正ま

さ

ゆ

き幸
さ
ん(

緑
丙)

、
遠と

お

ち

か近
正ま

さ

と人

さ
ん(

広
見)

、
樫か

し

も

と元
都つ

き

み

喜
美
さ
ん(

柏)

、
猪い

の

た

か

野
高

克か

つ

さ
ん(

福
浦)

の
8
名
が
議
会
よ
り
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
2
ヵ
月
程
度
か
か
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

行
政
運
営
の
方
針

　

現
在
、
社
会
を
取
り
巻
く
経
済
情
勢
が
低
迷

し
、
町
行
政
や
町
民
の
生
活
も
、
と
も
に
厳
し
い

時
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
の
行
政
運
営
は
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
と
真

に
必
要
な
事
業
の
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
員
数
に
つ
い
て
も
、
計
画

的
な
削
減
を
め
ざ
し
、
役
場
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

外
郭
団
体
等
の
人
件
費
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
め
ざ
す
行
政
運
営
は
、
職
員
が
町
民
の
声

か
ら
真
に
必
要
な
施
策
を
立
案
し
、
上
司
に
提
案

し
て
実
現
を
図
る
。
い
わ
ゆ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方

式
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
能
力
と
や
る
気
の
あ

る
職
員
は
、
年
令
を
問
わ
ず
、
登
用
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
町
民
の
皆
様
に
対
し
て
、
分
け

隔
て
な
く
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
策
方
針

○
企
業
誘
致
の
推
進

　

町
民
の
働
く
場
所
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
と

考
え
ま
す
の
で
、
企
業
誘
致
等
、
愛
南
町
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
、
全
国
各
地
に
町
を
P
R
す
る

覚
悟
で
い
ま
す
。

○
医
療
・
福
祉
の
充
実

　

県
立
南
宇
和
病
院
を
始
め
、
国
保
一
本
松
病
院

の
医
師
確
保
に
向
け
、
愛
媛
県
等
の
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
の
ド
ク
タ
ー
バ

ン
ク
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

福
祉
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
で
寝
た
き
り
の
高

齢
者
を
含
め
、
述
べ
約
3
0
0
名
（
平
成
20
年

1
月
末
現
在
）
も
の
方
が
施
設
へ
の
入
居
を
希
望

し
、
待
機
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
高
齢
者
の
方
々

が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
介
護
福
祉

施
設
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
医
療
と
福

祉
を
車
の
両
輪
と
し
て
充
実
さ
せ
、
弱
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

○
第
一
次
産
業
の
振
興

　

第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
方
が
、
安
定
的
か
つ

自
立
的
な
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
支

援
し
、
後
継
者
の
育
成
と
と
も
に
、
足
腰
の
強
い

産
業
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
高
速
道
路
の
整
備
促
進

　

高
規
格
道
路
の
津
島
・
一
本
松
間
の
延
伸
、
国

道
56
号
の
宿
毛
・
一
本
松
間
の
改
良
な
ど
、
町
負

担
が
な
い
国
の
道
路
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
国

に
働
き
か
け
ま
す
。

○
教
育
環
境
の
充
実

　

愛
南
町
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
の
び

の
び
と
学
べ
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
財
政
難
を
教
育
現
場
に
持
ち
込
む
前

に
、
行
政
の
無
駄
を
省
き
、
徹
底
的
し
た
合
理
化

に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
子
育
て
支

援
な
ど
の
施
策
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年 

第
4
回
町
議
会
臨
時
会

11/
　 14

所
信
表
明
（
要
旨
）
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小
雨
降
る
中
、
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
咲
く
コ
ス

モ
ス
を
主
会
場
に
「
第
3
回
ふ
る
さ
と
一
本
松

祭
」
が
行
わ
れ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
開
発
や
販
売

を
行
う
ゲ
ー
ム
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
社
長
の
岡
本
吉よ

し

き起

さ
ん
（
中
川
地
区
出
身
）
の
講
演
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
も
ち
ま
き
、
物
産
販
売
な
ど
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
広
見
地
区
の
田
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
広
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
南
宇

和
高
校
吹
奏
楽
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏

が
あ
り
、
部
員
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
や

様
々
な
楽
器
の
音
色
を
多
く
の
方
が
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

講
演
を
さ
れ
た
岡
本
さ
ん
は
、
自
身
の
小
中
学

校
や
専
門
学
校
時
代
を
面
白
お
か
し
く
話
さ
れ
、

多
く
の
聴
衆
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
専
門
学
校
で
は
、
上
手
く
デ

ザ
イ
ン
を
描
く
に
は
、
睡
眠
時
間
を
少
な
く
し
て

で
も
、
デ
ザ
イ
ン
を
書
く
時
間
を
増
や
す
こ
と
。

継
続
す
る
こ
と
で
、
上
手
く
描
け
る
よ
う
に
な
る

と
信
じ
て
い
た
。
や
は
り
、
継
続
す
る
こ
と
、
挑

戦
す
る
こ
と
を
続
け
れ
ば
、
き
っ
と
道
は
開
け
る

と
思
う
。
今
の
私
は
、
そ
う
し
て
今
の
地
位
を
得

た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
当
の
親
孝
行
は
、

お
金
や
物
で
は
得
ら
れ
な
い
、
心
と
心
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
親
子
関
係
を
築
く
こ
と
。
飾

ら
な
い
言
葉
で
、
互
い
を
思
い
や
る
会
話
を
重
ね

る
こ
と
だ
と
思
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
開
会
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
宮
岡
秀ひ

で

ゆ

き幸

実
行
委
員
長
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
ふ
る

さ
と
の
風
景
の
美
し
さ
、
人
の
絆
を
深
め
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
本
松
の
秋
を
象

徴
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
な
ん
歳
時
記

ふ
る
さ
と
一
本
松
が
好
き
!

講演をされた岡本吉
よ し き

起さん
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愛
南
の
秋
祭
り
を
紹
介
し
ま
す

5 6 7

2 3 4

1

8 9 10

城辺下組の唐獅子
御荘長崎の天狗さん
深浦の神輿
魚神山の五ツ鹿踊り
御荘馬場のこども牛鬼

ぶつかり合う一本松の牛鬼(左)と増田の牛鬼(右)
ぶつかり合う大人牛鬼と子供御輿(福浦) 
城辺上組の八ッ鹿踊り
武者泊の御輿
柏の御輿

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

町税 18億6,633万1千円 14億1,907万円 諸収入 1億8,864万8千円 7,477万1千円 

地方譲与税 1億5,100万円 5,331万1千円 町債 16億3,150万円 0 

地方消費税交付金 2億600万円 1億2,905万5千円 その他 1億410万円 5,314万2千円 

地方交付税 70億1,431万7千円 53億3,597万9千円 （その他の内訳）

分担金及び負担金 3億3,161万4千円 1億1,783万8千円 利子割交付金 1,900万円 587万円 

使用料及び手数料 1億8,922万3千円 8,887万6千円 配当割交付金 1,000万円 188万9千円 

国庫支出金 6億2,298万6千円 6,251万4千円 株式等譲渡所得割交付金 500万円 0 

県支出金 7億4,296万9千円 6,135万8千円 自動車取得税交付金 5,300万円 2,039万3千円 

財産収入 4,255万5千円 2,751万2千円 交通安全対策特別交付金 300万円 212万1千円 

繰入金 7億4,701万6千円 0 地方特例交付金 1,360万円 2,205万9千円 

繰越金 3億8,077万2千円 4億5,856万6千円 寄附金 50万円 81万円 

計 142億1,903万1千円 78億8,199万2千円 

款 予算現額 執行済額 款 予算現額 執行済額

議会費 1億751万5千円 5,227万円 教育費 15億2,159万5千円 6億5,821万3千円 

総務費 20億9,512万4千円 9億8,512万円 災害復旧費 1,295万1千円 185万円

民生費 31億438万2千円 12億4,614万9千円 公債費 31億5,147万7千円 15億1,760万8千円 

衛生費 13億1,960万7千円 4億6,261万円 その他 5億1,843万3千円 538万3千円 

農林水産業費 11億8,840万9千円 1億8,284万4千円 （その他の内訳）

商工費 1億7,594万4千円 9,253万2千円 諸支出金 5億1,111万5千円 538万3千円 

土木費 5億5,089万8千円 9,637万1千円 予備費 731万8千円 0 

消防費 4億7,269万6千円 2億1,021万6千円 計 142億1,903万1千円 55億1,116万6千円 

平成20年度上半期の愛南町の予算執行状況等を公表します
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特別会計の予算執行状況
会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

国民健康保険特別会計
歳　入 37億9,115万5千円 13億3,984万6千円 24億5,130万9千円 

歳　出 37億9,115万5千円 16億3,117万円 21億5,998万5千円 

老人保健特別会計
歳　入 3億1,129万9千円 2億8,889万4千円 2,240万5千円 

歳　出 3億1,129万9千円 2億9,552万円 1,577万9千円 

介護保険特別会計
歳　入 23億9,035万5千円 10億8,385万円 13億650万5千円 

歳　出 23億9,035万5千円 9億5,135万6千円 14億3,899万9千円 

後期高齢者医療特別会計
歳　入 2億8,250万円 8,065万8千円 2億184万2千円 

歳　出 2億8,250万円 7,344万2千円 2億905万8千円 

簡易水道特別会計
歳　入 2億3,622万5千円 1億680万7千円 1億2,941万8千円 

歳　出 2億3,622万5千円 9,502万2千円 1億4,120万3千円 

小規模下水道特別会計
歳　入 1億6,736万円 1,412万1千円 1億5,323万9千円 

歳　出 1億6,736万円 7,486万4千円 9,249万6千円 

温泉事業等特別会計
歳　入 8,920万円 4,361万4千円 4,558万6千円 

歳　出 8,920万円 3,098万7千円 5,821万3千円 

旅客船特別会計
歳　入 5,080万円 3,795万2千円 1,284万8千円 

歳　出 5,080万円 2,367万6千円 2,712万4千円 

企業会計

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

上水道 
事業会計

収益的収入 4億2,930万1千円 2億0,938万8千円 2億1,991万3千円 

収益的支出 4億6,108万4千円 1億2,448万6千円 3億3,659万8千円 

資本的収入 3億7,322万2千円 96万6千円 3億7,225万6千円 

資本的支出 8億3,993万3千円 5億1,386万2千円 3億2,607万1千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額466,711千円は、過年度分損益勘定留保資金121千円、当年度分損益勘定留保資金185,884千

円、当年度資本的収支調整額24,706千円、利益剰余金256,000千円で補てんすることとしています。

会計名 区　分 予算現額 執行済額 差　引

病院 
事業会計

収益的収入 5億8,440万円 3億1,586万6千円 2億6,853万4千円 

収益的支出 5億8,440万円 2億1,439万5千円 3億7,000万5千円 

資本的収入 3,681万7千円 0 3,681万7千円 

資本的支出 5,522万7千円 2,969万9千円 2,552万8千円 

資本的収入が資本的支出に不足する額18,410千円は、当年度分損益勘定留保資金18,410千円で補てんすることとしています。

地方債（町の借金）残高の状況
一般会計 247億2,273万7千円

介護保険特別会計 2,804万1千円 

簡易水道特別会計 15億4,789万8千円 

小規模下水道特別会計 16億7万2千円

上水道事業会計 27億5,911万9千円 

病院事業会計 1億2,178万7千円 

合　計 307億7,965万4千円 

基金（町の貯金）残高の状況
財政調整基金 13億6,932万6千円 水資源対策基金 2億5,014万1千円 

減債基金 5億5,658万6千円 公営住宅建設基金 1,016万9千円 

人材育成基金 6,592万8千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

地域振興基金 2億4,573万1千円 地域活性化基金 20億円 

ふるさと創生基金 8,075万1千円 土地開発基金 1億94万5千円 

公共施設整備基金 1億9,208万1千円 介護保険給付費準備基金 4,928万8千円 

文化振興基金 1,009万5千円 高齢者等肉用牛貸付基金 721万8千円 

地域福祉基金 8億6,489万円 　（うち貸付金） 620万6千円 

西海ストックヤード管理基金 2,018万9千円 肉用牛貸付基金 1,931万9千円 

産業振興基金 1億1,847万4千円 　（うち貸付金） 1,477万7千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 国保財政調整基金 307万1千円 

合　計 60億1,813万9千円 

町民税
41.5％

町たばこ税 7.0％軽自動車税
3.0％

固定資産税
48.5％

皆様が納めた町税の内訳
町税の内訳 予算現額

町民税 7億7,490万6千円 

固定資産税 9億586万2千円 

軽自動車税 5,502万8千円 

町たばこ税 1億3,053万5千円 

合　　　計 18億6,633万1千円 
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保
健
福
祉
課
か
ら

「
変
化
す
る
も
の
が

　
　
　

生
き
の
こ
る
」！

総
務
課
か
ら

「
旭
日
単
光
章
」を
受
章
さ

れ
ま
し
た
！

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
島
田
和か

ず

幸ゆ
き

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
長
に
よ

る
「
地
域
医
療
を
考
え
る
、
大
学
病

院
の
立
場
か
ら
」
と
い
う
特
別
講
演

会
（
主
催
は
、
愛
媛
県
公
営
企
業
管

理
局
）が
行
わ
れ
、
医
療
関
係
者
を
含

む
多
く
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代

表
し
て
風
谷
幸ゆ

き

男お

南
宇
和
病
院
長
が

「
今
、
地
域
医
療
は
、
医
療
崩
壊
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。
南
宇
和

病
院
に
お
い
て
も
、
今
年
の
４
月
以

降
、
医
師
の
退
職
等
に
伴
い
、
医
師

不
足
に
よ
る
医
療
崩
壊
の
波
が
押
し

寄
せ
て
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
診
療
所

の
先
生
、
消
防
、
行
政
な
ど
、
地
域

医
療
に
携
わ
る
関
係
者
、
地
域
住

民
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
地
域
医
療
体
制
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
」

と
開
催
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
の
島
田
和
幸

院
長
が
「
栃
木
県
で
は
、
自
治
医

科
大
学
を
含
む
大
学
病
院
に
患
者
さ

ん
が
押
し
寄
せ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
、
勤
務
医
の
過
重
労
働
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
栃
木

県
の
協
力
を
得
て
、
県
内
各
戸
に
正

し
い
救
急
医
療
の
受
診
に
つ
い
て
の

お
願
い
（
チ
ラ
シ
配
布
）
を
し
た
結

果
、
大
学
病
院
に
集
中
し
て
い
た
患

者
が
、
一
次
医
療
機
関
の
在
宅
当
番

医
や
急
患
セ
ン
タ
ー
を
多
く
受
診
す

る
よ
う
に
な
り
、
大
学
病
院
と
の
連

携
も
緊
密
に
な
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
の
医
師
不
足
に

つ
い
て
「
医
学
生
も
、
新
臨
床
研
修

医
制
度
の
影
響
も
あ
り
、
よ
り
多
様

な
臨
床
経
験
が
積
め
る
医
療
機
関
に

学
生
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ

れ
か
ら
の
大
学
病
院
は
、
時
代
を
先

取
り
し
た
医
療
を
実
践
し
、
教
育
や

研
修
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
か
ら
「
医
師
会
等
で

一
次
医
療
を
充
実
し
て
も
、
今
の

県
立
病
院
の
医
師
数
で
は
十
分
な
対

応
が
望
め
な
い
」
と
い
う
質
問
に
対

し
、
島
田
院
長
は
「
医
師
を
含
め
た

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
さ
れ
て
い
て

も
、
病
院
が
努
力
を
怠
た
る
と
医
師

も
病
院
か
ら
逃
げ
て
い
く
。
大
切
な

こ
と
は
、
地
域
住
民
が
ど
ん
な
医
療

体
制
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
熱
意
と
情
熱
を
地
域
が
情
報
発
信

す
る
こ
と
だ
。
そ
の
運
動
、
そ
の
思

い
が
、
き
っ
と
医
師
に
も
伝
わ
り
、

地
域
医
療
に
情
熱
を
傾
け
る
医
師
が

必
ず
現
れ
る
」
と
持
論
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

旧
西
海
町
の
議
会
議
員
の
猪
野
千せ

ん

市い
ち

さ
ん（
福
浦
）が
満
88
歳
以
上
で
国

家
又
は
公
共
の
た
め
に
功
労
の
あ
っ

た
方
に
送
ら
れ
る
高
齢
者
叙
勲
「
旭

日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
役
場
本

庁
で
渡
部
敏と

し

夫お

南
予
地
方
局
長
か
ら

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
野
さ
ん
は
、
旧
西
海
町
議
会
議

員
を
５
期
務
め
ら
れ
、
長
年
に
わ
た

り
地
方
自
治
に
尽
力
を
さ
れ
ま
し

た
。
晴
れ
の
受
章
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

講演された島田和
かず

幸
ゆき

自治医科大学附属

病院長

主催者あいさつをする風谷幸
ゆき

男
お

愛媛県立南宇和病院長

 11/
     1
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商
工
観
光
課
か
ら

隆
祥
産
業
愛
南
工
場
、

　
　
　

年
内
に
も
稼
動
！

　

愛
媛
県
庁
で
、
加
戸
守も

り

行ゆ
き

知
事
、

岡
野
晋し

ん

滋じ

隆
祥
産
業
㈱
代
表
取
締
役

社
長
、
本
多
七な

な

雄お

副
町
長
が
出
席
し

て
、
隆
祥
産
業
㈱
愛
南
工
場
の
立
地

に
関
し
、
地
元
住
民
を
優
先
し
て
雇

用
す
る
等
を
定
め
た
協
定
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
後
の
記
者
会
見
の
中
で
、

岡
野
社
長
は
「
愛
南
工
場
で
は
、
映

像
機
器
向
け
の
電
子
基
板
の
製
造
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
検
眼
機
な
ど
、

 10/
   28

自
社
製
品
の
生
産
を
行

い
、
３
年
間
で
従
業
員

３
０
０
名
の
体
制
を
め

ざ
し
た
い
」
と
、
事
業

計
画
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
12
月
に
操
業
を
始

め
、
平
成
21
年
に
は
、

電
子
基
板
の
製
造
を
手

始
め
に
、
売
上
高
20
億

円
、
従
業
員
数
１
０
０

名
体
制
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
固
定
資

産
税
の
減
免
や
雇
用
奨

励
金
な
ど
、
５
年
で
総

額
２
億
５
千
万
円
を
限

度
に
優
遇
措
置
を
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、

愛
媛
県
も
、
設
備
投

資
や
雇
用
助
成
で
約

２
億
６
千
万
円
の
助
成

を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
、
中
核
と
な
る

製
造
部
門
に
加
え
、
愛

媛
大
学
等
の
研
究
機
関

と
の
技
術
連
携
に
よ
る

製
品
開
発
な
ど
、
幅
広

い
事
業
展
開
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

隆祥産業㈱の概要

○所 在 地　大阪府大阪市中央区南本町２－１－８

○代 表 者　代表取締役社長　岡野晋
しん

滋
じ

○従業員数　１，１００名（平成20年10月現在）

○設　　立　昭和35年　

○業務内容　エレクトロニクス応用部品、自動車部品、精密機械加工品、スキー

用品、ビールの開発などです。マイクロエレクトロニクスやコン

ピューターなど、多様な分野で確固たる先端技術を有していて、そ

の複合技術を活用し、着々と商品開発を行っています。

隆祥産業㈱愛南工場設置の経緯

　愛南町が誕生して間もない平成17年3月末に、松下寿電子工業㈱一本松工場が閉鎖

するという事態を受け、町としても、従業員の再雇用、企業誘致等、できる限りの対

策を講じてきました。

　隆祥産業㈱が、㈱レクザム電子四国を設立（平成20年1月）し、更なる事業拡張を検

討しているとの情報を得て、愛媛県等と連携・協力を図りながら、本社への訪問等、積極

的な誘致活動を行ったことがきっかけとなり、愛南町への進出が決まりました。

記者会見で発表する岡野晋
しん

滋
じ

社長
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商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
町
の
魅
力
を

　
　
　

発
信
し
よ
う
！

企
画
財
政
課
か
ら

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
統
計
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

地
域
を
守
る「
防
災
士
」！

西
海
船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

「
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
更
新
・

失
効
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
！

　

南
宇
和
観
光
協

会
が
、
愛
南
町
の
美

し
い
風
景
や
町
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
写
真
を
印
刷

し
た
名
刺
を
活
用

し
、
愛
南
町
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
お
う
と
「
観
光

名
刺
」
の
台
紙
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

台
紙
の
表
に
は
、

自
然
・
風
景
な
ど
、

５
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
、
計
１
４
０
枚
の

中
か
ら
、
最
高
４
枚
ま
で
選
ん
で
印

刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
裏（
定

型
）に
は
、
町
の
花（
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ

ジ
）、
木（
ウ
バ
メ
ガ
シ
）、
鳥（
メ
ジ

ロ
）
、
魚
（
カ
ツ
オ
）
、
町
の
人
口
や

概
要
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
縦
、
横
の

２
つ
の
タ
イ
プ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
台
紙
は
、
道
の
駅
「
み

し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
内
に
あ
る
町
観
光

協
会
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是

非
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
愛
南
町

の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
南
宇
和
観
光
協
会

（
℡
７
３
―

０
４
４
４
）へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
員
は
、
愛
媛
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
地
方
公
務
員
で
、

知
事
が
交
付
し
た
「
調
査
員
証
」
を

必
ず
身
に
着
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
、
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害
に

備
え
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
や
職

場
に
、
防
災
に
関
す
る
専
門
知
識
を

有
し
た
「
防
災
士
」
の
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、

現
在
、
２
６
，３
４
４
名（
愛
媛
県
は

１
，１
５
４
名
で
全
国
５
位
）の
防
災

士
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、消
防
署
や
郵
便
局
な
ど

10
名
の
防
災
士
が
い
ま
す
。
今
後
、
各

地
区
に
あ
っ
た
防
災
訓
練
や
啓
発
活

動
を
よ
り
活
発
に
実
施
す
る
た
め
、防

災
士
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、防
災
対
策
課
で
は
、消
火
、給

食
給
水
、
応
急
救
護
な
ど
の
防
災
訓

練
や
講
演
等
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
訓
練
内
容
等
、
詳
し
く

は
、消
防
本
部
防
災
対
策
課（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
13
日（
土
）９
時
30
分
〜

　

更
新　

９
時
30
分
か
ら
11
時

　

失
効　

９
時
30
分
か
ら
12
時

場
所　

え
ひ
め
南
農
協
南
宇
和
城
辺

支
所

受
講
料　

更
新
講
習　

９
，５
０
０
円

　
　
　
　

失
効
講
習
１
７
，０
０
０
円

受
講
手
続
き
等
、
必
要
書
類

○
住
民
票
１
通
（
本
籍
地
記
載
で
、

１
年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

○
写
真
２
枚
（
タ
テ
4.5
㎝
、
ヨ
コ
3.5

㎝
で
枠
な
し
、
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影

し
た
正
面
で
、
無
帽
、
無
背
景
な
も

の
）

○
海
技
免
状 

申
込
締
切
日　

12
月
８
日（
月
）

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
、
西
海
船
舶
職
員
養
成

講
習
所
（
℡
８
２
―

０
２
２
２
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

愛
南
町
長
選
挙
開
票
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

総
務
課
か
ら

人
事
異
動
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

カ
ツ
オ
漁
っ
て
、

　
　
　

す
ご
い
ね
！

企
画
財
政
課
か
ら

町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　

平
成
20
年
11
月
１
日
付
け
発
令

で
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施

新
所
属

旧
所
属

職　

名

氏  

名

環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー

総
務
課

主
査

梶
田
和か

ず

秀ひ
で

総
務
課

環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー

主
事
兼

運
転
手

中
田
憲の

り

克か
つ

 10/
   23

　

各
分
野
に
お
け
る
広
い
視
野
と
国

際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目
的

に
「
町
人
材
育
成
事
業
補
助
金
」
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
活

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金
額
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
国
内
研
修　

必
要
経
費（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）

の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
名
当

た
り
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑵
国
外
研
修　

必
要
経
費（
食
糧
費
を

除
く
旅
費
、
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）

の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
１
名
当

た
り
30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑶
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参

加
又
は
開
催
に
必
要
な
経
費
（
食

糧
費
を
除
く
報
償
費
、
旅
費
、
需

用
費
、
役
務
費
、
使
用
料
及
び
賃

借
料
）
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、

50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
対
象
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方

で
、
今
後
も
引
き
続
き
居
住
す
る

意
思
の
あ
る
方

⑵
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
意
思
の
あ
る
方

⑶
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取

組
み
、
か
つ
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

が
果
た
せ
る
方

　

こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の

１
ヵ
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
愛
南
町
人
材
育
成
事

業
審
査
会
で
内
容
を
審
査
し
、
適
否

を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画

財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

御
荘
保
育
所
で
、
地
元
で

と
れ
た
魚
に
触
れ
、
魚
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
ぎ
ょ

し
ょ
く
普
及
推
進
協
議
会
に
よ
る

「
ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
イ
ベ
ン
ト
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、

魚
に
関
心
を
持
ち
、
魚
食
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
各
地
域
の
保

育
所
や
小
学
校
で
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
帰
り
カ
ツ
オ
漁
の
紹

介
ビ
デ
オ
や
こ
の
日
水
揚
げ
さ
れ
た

約
５
㎏
の
カ
ツ
オ
の
解
体
を
見
た

り
、
数
種
類
の
魚
に
触
れ
た
り
と
、

園
児
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
お
昼
ご
は
ん

は
、
カ
ツ
オ
カ
レ
ー
。
園
児
も
「
早

　

平
成
20
年
10
月
19
日
執
行
の
愛
南

町
長
選
挙
の
開
票
結
果
に
つ
い
て
、

候
補
者
名（
届
出
順
）
最
終
得
票
数

谷た
に

口ぐ
ち　

長ち
ょ
う
じ治

清し

水み
ず

ま
さ
ふ
み

８
，８
８
７

９
，５
８
４

 

※
投
票
率
は
、
84
・
50
％
で
し
た
。

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
食
べ
た
い
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
」！

長野　章
あきら

さん

水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

い
よ
い
よ
、愛
南
町
食
育
推
進
計
画
に
着
手
！

　

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
生
産
流
通
基
盤
客

員
研
究
分
野
の
長
野

あ
き
ら

章
で
す
。
本
職
は
、
公
立

は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
す
が
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
客
員
教
授
と
し
て
名
を
連
ね
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
５
月
に
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
長
か
ら
、
現
在
の
公
立
は
こ
だ

て
未
来
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
部
情
報
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
学
科
の
教
授
に
転
出
し
ま
し

た
。

　

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
「
水
産
業
を
核
と
し
た

地
域
振
興
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
情
報

系
の
大
学
で
す
の
で
、

Ｔ
を
利
活
用
し
た
水

産
業
の
振
興
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ

を
利
活
用
し
て
水
産
物
の
安
全
、
安
心
を
消
費

者
に
伝
達
す
る
と
か
、
函
館
地
域
の
水
産
物
の

販
売
促
進
を
図
る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
に
よ
り
水
産
物
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
生
産
流
通
情
報
を

消
費
者
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
物
の

付
加
価
値
が
高
ま
る
要
因
や
構
造
を
調
べ
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
地
域

に
お
け
る
産
学
官
の
連
携
と
そ
れ
に
よ
る
地
域

の
振
興
で
す
。
函
館
は
、
年
間
２
０
０
億
円
以

上
を
水
揚
げ
す
る
日
本
で
も
有
数
の
水
産
都
市

で
あ
り
、
観
光
の
町
で
す
。
そ
し
て
、
北
海
道

大
学
水
産
学
部
の
水
産
系
大
学
及
び
本
学
の
情

報
系
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
８
大
学
及
び
水
産

と
工
業
系
の
公
設
試
験
研
究
機
関
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
函
館
に
水
産
海
洋
に
関
す
る
試
験
研

究
機
関
を
集
積
し
、
連
携
を
図
り
、
市
の
一
大

産
業
で
あ
る
観
光
と
融
合
さ
せ
、
海
と
市
民
生

活
の
調
和
を
図
ろ
う
と
い
う
構
想
で
す
。
こ
の

構
想
の
実
現
手
法
が
調
査
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

地
方
都
市
で
こ
の
よ
う
な
構
想
を
進
め
る
の

は
、
財
政
及
び
人
的
資
源
の
側
面
か
ら
非
常
に

困
難
を
伴
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
南
予
は
日
本
有
数
の
漁
業
地
域
で
あ

り
、
こ
こ
に
愛
媛
大
学
と
い
う
「
学
」
が
位
置

し
、
そ
し
て
県
、
愛
南
町
及
び
宇
和
島
市
と
い

う
官
が
連
な
る
と
い
う
日
本
で
も
新
機
軸
の
水

産
業
を
核
と
し
た
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
は
函
館
同

様
、
困
難
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
私
は
今
治
市
の
出
身
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
故
郷
の
構
想
に
参
画
で

き
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
食
生
活
は
便
利
で
豊
か
に
な
っ
た
一
方
、

食
の
習
慣
が
乱
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
欠
如
し
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
料
自
給
率
の
低
下
や
食
の
安
心
・
安
全
の
喪

失
な
ど
、
食
を
め
ぐ
る
環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
育
の
推
進
を
め
ざ
し
、
平
成
17

年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
県
内
外
で
様
々
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
に
お
い
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
総
意
と
協

働
の
も
と
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
愛
南
型
食
育
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン（
町
食
育

推
進
計
画
）を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

度
、
愛
媛
大
学
の
支
援
に
よ
り
、
同
プ
ラ
ン
策
定
委
員

会
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
作
業
部
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
同
プ
ラ
ン
の
策
定
を
踏
ま
え
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
食
へ
の
関
心

や
意
識
を
高
め
、
食
に

関
わ
る
様
々
な
分
野

の
連
携
を
強
化
し
て
、

愛
南
町
ら
し
い
総
合

的
な
食
育
推
進
活
動

を
実
践
し
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

作業説明をする若林良
よし

和
かず

南予水産研究セン

ター副センター長（左）

 10/
   10
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商
工
観
光
課
か
ら

資
格
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル

（
二
次
被
害
も
！
）

町
民
課
か
ら

保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
！

●
資
格
商
法
と
は

　

仕
事
中
の
勤
務
先
や
自
宅
に
、
資

格
取
得
講
座
の
受
講
を
勧
め
る
電

話
を
執し

つ

拗よ
う

に
か
け
て
き
て
、
「
受
講

す
る
だ
け
で
簡
単
に
資
格
が
取
れ

ま
す
」
「
近
々
国
家
資
格
に
な
り
ま

す
」
な
ど
と
勧
誘
し
、
講
座
の
受
講

や
高
額
な
教
材
の
購
入
を
迫
る
も
の

で
す
。

　

国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
る
場

合
、
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
け
れ
ば
、
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る
と
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
納
付
案
内
書
」
で
、
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
又
は
お
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い
。

 

○
お
得
な
前
納
制
度

　

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
と
、
割
引
が
あ
っ

て
、
大
変
お
得
で
す
。

 

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
あ
な
た
の

指
定
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保

険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
（
原

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

○
12
月
18
日（
木
）

　
　

10
時
〜
15
時
30
分

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

●
資
格
商
法
ア
レ
コ
レ

　

行
政
書
士
、
旅
行
業
務
取
扱
主
任

者
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
、
中
小

企
業
診
断
士
な
ど
の
資
格
講
座
・
教

材
が
主
な
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は

ネ
イ
リ
ス
ト
の
資
格
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

●
資
格
商
法
の
二
次
被
害

　

過
去
に
資
格
講
座
関
連
の
契
約
を

し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
「
過
去
の
講

座
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
必
要
で

す
」
と
以
前
の
契
約
が
継
続
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
新
た
な
講

座
を
勧
誘
さ
れ
た
り
「
解
約
す
る
に

は
手
続
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
偽
り

の
説
明
を
受
け
、
解
約
手
数
料
を
払

わ
さ
れ
た
り
す
る
『
二
次
被
害
』
の

ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
予
防
と
対
策

☆
契
約
す
る
意
思
が
な
い
の
な

ら
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
し
た
業
者
か
ら
講
座
に
必

要
な
商
品
等
が
引
き
渡
さ
れ
、

支
払
い
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、

た
と
え
資
格
を
取
得
し
て
い
な

く
て
も
契
約
は
終
了
し
て
お

り
、
継
続
や
終
了
の
手
続
き
費

用
は
要
り
ま
せ
ん
。

☆
電
話
勧
誘
で
契
約
し
た
場
合
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
期
間
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た

時
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
相
談

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
、
℻
０
８
９
―

９
４
６
―

５
５
３
９
）
又
は
商
工
観
光
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
５
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

則
と
し
て
、
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日
）。
ま
た
、
口
座
振
替
を
早
割

（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と

し
）
に
す
る
と
保
険
料
の
割
引
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
括
前
納（
一
年
前
納
、

半
年
前
納
）を
口
座
振
替
に
す
る
と

さ
ら
に
有
利
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
町
民
課
又
は
金
融
機

関
、
郵
便
局
で
通
帳
、
届
出
印
を
持

参
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
庁
か
ら
委
託
さ
れ
、

10
月
か
ら
納
付
督
励
業
務
を
実
施

し
て
い
る
民
間
業
者
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株

式
会
社

　

℡
０
２
２
―

２
１
１
―

７
２
９
０

　

（
仙
台
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
発
信

専
用
番
号
）
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保健事業のお知らせ（１２月）

環
境
衛
生
課
か
ら

12
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

保
健
福
祉
課
か
ら

静
か
に
進
行
し
て
い
く
歯
周
病

（
知
ら
な
い
う
ち
に
顎
骨
が
溶
け
て
い
く
）

〈
三
回
シ
リ
ー
ズ
の
パ
ー
ト
２
〉

　

３
日
・
10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

１
月
の
引
取
日
は
、

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

３歳児健診 12月  2日 火
城辺保健福祉
センター

平成１７年９月１日～
１０月３１日生

１歳６ヵ月児健診 12月16日 火
平成１９年３月１日～

４月３０日生

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 12月  5日 金
一本松保健
センター

  ９：３０～１１：３０

育児相談 12月  9日 火
西海支所２階
親子ふれあい

交流室
  ９：３０～１１：３０

みなみっ子 12月22日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 12月24日 水
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：００

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 12月17日 水
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ
た

時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
役
場
本

庁
又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
連
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い
犬
・

飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛
媛
県
収

入
証
紙
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２

―

７
３
１
６
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

南宇和郡

歯科医師会

上原　左
さ

門
もん

さん

　

歯
周
病
の
一
番
の
特
徴
は
「
気

づ
か
な
い
ま
ま
進
行
す
る
」
こ
と

で
す
。
日
本
人
で
歯
周
病
と
診
断

さ
れ
た
人
は
20
歳
代
で
75
％
、
30
歳

〜
60
歳
で
85
％
、
60
歳
以
上
で
は
、

歯
周
病
が
原
因
で
歯
が
な
く
な
る
た

め
減
っ
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
歯
周

病
の
自
覚
が
な
い
人
は
、
平
成
18
年

度
愛
南
町
歯
周
疾
患
検
診
に
よ
れ
ば

74
％
で
し
た
。
多
く
の
人
が
歯
周
病

な
の
に
殆
ん
ど
気
づ
い
て
い
な
い
の

で
す
。

で
は
歯
周
病
の
初
期
症
状
は
？

・
歯
茎
か
ら
血
が
出
る

・
歯
茎
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

・
食
べ
物
が
詰
ま
り
や
す
く
な
る

　

こ
れ
は
一
例
で
す
が
思
い
当
た
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
時
点
で
歯
周
病
だ
と
気
付

く
人
は
殆
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に

・
歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が

あ
る

・
食
べ
物
が
噛
み
づ
ら
く
感
じ
る

・
歯
茎
か
ら
膿
が
出
る

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

こ
う
な
る
と
歯
を
支
え
て
い
る
顎
の

骨
が
溶
け
始
め
ま
す
。

さ
ら
に
重
症
だ
と

・
大
き
く
腫
れ
て
痛
み
が
出
る

・
食
べ
物
が
噛
め
な
い

・
歯
の
動
揺
を
自
覚
す
る

・
歯
茎
の
奥
で
痛
み
が
持
続
す
る

　

こ
う
な
れ
ば
歯
科
に
来
院
す
る
人

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
歯
が

保
て
な
い
方
、
歯
の
周
囲
の
顎
骨
も

ほ
と
ん
ど
溶
け
て
い
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
重
い
腰
を
上
げ
歯
科
医
院

に
行
っ
た
と
き
に
は
も
う
手
遅
れ
…

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

静
か
に
進
ん
で
い
く
歯
周
病
。
大

切
な
の
は
過
信
せ
ず
、
ま
ず
は
歯

周
病
検
診
や
歯
科
医
院
に
か
か
る
こ

と
。
そ
し
て
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
で
す
。

　

年
と
と
も
に
歯
は
悪
く
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し

い
お
手
入
れ
で
、ず
っ
と
し
っ
か
り
噛

め
る
歯
で
い
ら
れ
る
の
で
す
。
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税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   7日 竹本医院 城 辺 乙 ☎72-3271

第２日曜日 14日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第３日曜日 21日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

天皇誕生日 23日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 28日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

大　晦　日 31日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/26

1/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

12/24

1/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

12/22

1/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/18

1/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/16

1/19

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満

倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/12

1/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

12/10

1/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

12/8

1/9

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

12/4

1/7

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/2

1/5

１２、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

6 土

  9：00～17：00 内海文化発表会 DE・あ・い・21

14：30～17：00 愛南町PTA研究大会
御荘文化
センター

7 日

  8：30～16：00 篠南文化祭
篠山小中学校
体育館ほか

  9：00～17：00 内海文化発表会 DE・あ・い・21

10 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化

センターほか

11 木 10：00～
平成20年第４回
愛南町議会定例会

愛南町役場
議場

13 土 13：30～16：00
生涯学習講座

「四国遍路と世界の巡礼」
③

御荘文化セン
ター大研修室

14 日   8：30～17：00
第4回愛南町

スポーツ少年大会
サッカー競技

あけぼのグラ
ウンドほか

18 木 10：00～15：30
社会保険・年金

一日相談
商工会
城辺支所

19 金 10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

20 土 14：30～15：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

１月

2 金   9：00～12：00 観光乗り初め式 中泊港岸壁

3 土 14：00～16：00 愛南町成人式
御荘文化
センター

7 水 13：00～15：00 行政相談(内海地域)
DE・あ・い・21
家串公民館

9 金 13：30～15：00
介護教室①

運動の話・トレーニング
魚神山老人
福祉センター

14 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化
センター

16 金 13：30～15：00
介護教室②

お口（口腔）の話・実習
魚神山老人
福祉センター

愛いっぱい愛南産直市

12月9日（火）～15日（月）

時間  10：00～19：00　場所  三越松山店
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企画財政課から

　宇和島地区広域事務組合財政状況（平成20年4月1日から9月30日までの上半期）につい
て、次のとおり公表します。詳しくは、宇和島地区広域事務組合（℡0895－22－8664）に問い
合わせください。

介護保険事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.サービス収入 24億6,246万5千円 8億4,035万5千円 1.サービス事業費 25億1,074万4千円 11億587万7千円
2.使用料及び手数料 8,011万6千円 2,782万5千円 2.公債費 2億1,985万7千円 1億992万7千円
3.寄附金 5万円 41万円
4.繰入金 1億8,111万7千円 0
5.繰越金 1千円 3億7,957万5千円
6.諸収入 685万2千円 311万3千円

合　計 27億3,060万1千円 12億5,127万8千円 合　計 27億3,060万1千円 12億1,580万4千円

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.分担金及び負担金 27億4,086万1千円 16億1,623万6千円 1.議会費 83万円 3万4千円
2.使用料及び手数料 7,449万9千円 3,343万4千円 2.総務費 1億8,012万8千円 7,751万4千円
3.国庫支出金 4,625万円 0 3.民生費 10億6,657万4千円 4億52万9千円
4.県支出金 2億1,550万1千円 1億894万2千円 4.衛生費 5億8,250万1千円 1億2,111万8千円
5.市町支出金 4億7,464万2千円 2億2,803万円 5.農林水産業費 1,374万4千円 636万4千円
6.寄附金 39万5千円 1万円 6.土木費 2,160万1千円 910万9千円
7.繰越金 452万6千円 1億6,589万5千円 7.消防費 13億2,193万5千円 5億9,802万3千円
8.諸収入 818万8千円 374万1千円 8.公債費 3億6,794万9千円 1億8,100万4千円
9.組合債 1,040万円 0 9.予備費 2,000万円 0

合　計 35億7,526万2千円 21億5,628万8千円 合　計 35億7,526万2千円 13億9,369万5千円

と畜場特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.使用料及び手数料 631万1千円 291万2千円 1.と畜場費 1,430万3千円 598万2千円
2.繰入金 799万円 0
3.繰越金 1千円 19万8千円
4.諸収入 1千円 0

合　計 1,430万3千円 311万円 合　計 1,430万3千円 598万2千円

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

1.財産収入 1,150万円 630万5千円
1.ふるさと市町村圏
  基金事業費

1,999万7千円 366万7千円

2.繰越金 849万7千円 1,394万2千円

合　計 1,999万7千円 2,024万7千円 合　計 1,999万7千円 366万7千円

組合債の現在高（平成20年9月30日現在）

会計別 目　　　的　　　別 借　入　先

一般会計

民生債 1億4,754万4千円 財務省
衛生債 1億3,406万8千円 財務省、総務省
土木債 7億4,168万8千円 財務省、総務省、市中銀行ほか
消防債 5億1,667万4千円 市中銀行、共済組合
小　計 15億3,997万4千円 

特別会計
介護保険施設債 17億4,102万7千円 財務省、総務省、公庫
小　計 17億4,102万7千円

計 32億8,100万1千円 

財産の概要（平成20年9月30日現在）

種　　類 区　　分 金　額　等

公有財産
土　　地 239,190.04㎡
建　　物 56,050.80㎡

基　　金

ふるさと
市町村圏基金

20億円

介護保険事業
特別会計

財政調整基金
3,592万8千円
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

家串
保育所

中浦
保育所

柏
保育所

長崎
保育所

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００

火・木   ８：００～１３：００
園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００
園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
※詳しくは「こぶた通信」記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

 

 ●12月29日～1月3日
休み

●4日(木)世代間交流を
行います。
●9日(火)出張ひろばわ
んぱく クリスマス会
●12月29日～1月5日休み

 ●12月27日～1月5日休み

 ●1日(月)3日(水)5日(金)
8日(月)10日(水)12日(金)
は夢創造館で行います。

 ●21日(日)10:00～ク
リスマス会 はまゆう
保育所ホール
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大物グレを狙って!

に け ー し ょ ん

10/25

　磯釣りのメッカとして有名な西海や内海で大物を釣

ろうと、県内外から169名の釣りマニアが参加し「あい

なん磯釣大会2008」が行われました。また、3回目と

なった今大会から、内海渡船組合も加わり、より多く

の釣り場で大物狙いの醍醐味を楽しんでいただけるよ

うになりました。

　南レク御荘グラウンドで行われた表彰式では、本町増田の橋本伸
し ん じ

二さんが、武者泊の磯で

51.2cm、3匹で4.46kgと、グレ長寸、同重量の2部門を制しました。他漁の部では、徳島県小松島市

から来られた窪田学さんが、65cmのヒラスズキを釣り、優勝されました。

地域とともに「いちごの里」!10/12

　一本松小学校体育館で、優れた芸術文化

に触れ、豊かな感性を育んでもらおうと「本

物の舞台芸術体験事業」が行われ、185名の

児童と保護者が演劇集団「円」による「あら

しのよるに」を鑑賞しました。

　当日、披露された児童劇では、オオカミと

ヤギが親友になり、お互いをかばい仲間と

争うなど、現実にはあり得ない弱肉強食の

動物界をテーマに、友情や生きるということ

に対する一つの問題提起をしてくれる素晴

らしい劇でした。

友情って、素晴らしい!10/27

　知的障害者更生施設「いちごの里」で、開設10

周年を祝う「第10回いちご祭」が行われ、町婦人

会の皆さんによるバザー、演芸大会、餅まきなど

に、多くの方が訪れていました。

　また、演芸大会では、豊田神楽、一本松中学校

音楽部、お楽しみ抽選会、入所者と職員によるオ

ペレッタ(台詞や歌の交った軽い内容のオペラ)、

踊りなどが披露され、とても活気のある祭りとな

りました。
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アラスカの自然に感動!

愛 南 こ み ゅ
10/10

　小西康
や す ゆ き

之さん所有の酒蔵で、松山市出身の写真家、松本紀
の り お

生
さんの「アラスカ・フォトライブ」と「酒蔵を行く」と題した蓮乗
寺川の灯籠まつりが行われました。
 「アラスカ・フォトライブ」には、約40名が参加し、スクリーンに
映し出されるザトウクジラやマッキンリー(6,194m)の雄大な自

然、幻想的なオーロラなど、見たこともない映像が写されるたびに、参加者からも驚きの声が
上がっていました。

10/11 いつまでも見ていたい!
　今年で2回目となる「山街道を行
く」が、山出地区の棚田と山出憩の里
温泉の2ヵ所で行われ、約500個の灯
籠が、山里の風景に彩りを加えてくれ
ました。
　当日は、地区役員をはじめ多くのボ
ランティアの手によって飾られた灯籠
が、日が暮れ始めた午後5時30分頃に
点灯されると、刻 と々変化する空色と
灯籠を“いつまでも見ていたい”そん
な気分に浸れる一時となり、多くの方
がのんびりと眺めていました。

私の「どろんこサッカー」10/11

　篠山小中学校体育館で、審査員に原田政
ま さ あ き

章さん(二科会写真部会

員)、犬飼恵
し げ と し

俊さんを招き「第18回県境篠山騒動どろんこサッカー大

会」フォトコンテスト(県内外から216点が応募)の公開審査会が行われ

ました。

　当日は、審査員が写真の構図や色調など、鋭い感覚で応募作品を

講評していました。入賞した作品

は、最優秀賞1点、優秀賞1点、特選

2点、入選10点、佳作7点の計21点

で、年末年始「一本松温泉あけぼ

の荘」に展示されます。

【主な入賞作品】

最優秀 守る 岡原 俊機 広見

優秀 戦い終えて 野口 務 宿毛市

特選1 「親子」 濱本 秀雄 船越

特選2 強烈 薬師寺 孝男 鬼北町
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
「
打
っ
た
、
捕
っ
た
」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
楽
し
い
!

10/
　10

　

あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
1
部
に
6
チ
ー
ム
、
2
部
に
7
チ
ー
ム
、
3
部
に
6
チ
ー
ム
の
計

19
チ
ー
ム
、
約
3
0
0
名
が
参
加
し
て
「
第
4
回
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」

（
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主
催
、
運
営
を
南
宇
和
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
の
笑
顔
が
印
象
的
で
、
み
な
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
元
気
に
プ
レ
ー
!

9/
　24

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
で
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
「
第
5
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

（
9
/
24
）
・
「
第
4
回
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
」
（
10
/
6
）
が
行
わ
れ
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
に
25
チ
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
に
1
0
5
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

●
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

1
位 

一
本
松
A 

2
位 
中
川
C 

3
位 

平
城
A
・
中
浦
A

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

1
位 

増
田
嘉よ

し

あ

き明
（
赤
水
） 
2
位 

濵
田
俊

し

ゅ

ん

す

け佐
（
中
浦
） 

3
位 

若
松
俊

し

ゅ

ん

い

ち一
（
福
浦
）

で
き
た
、
私
た
ち
の
花
炭
!

10/
　21

　

緑
小
学
校
の
1
・
2
年
生
が
、
県
の
愛
南
林
業
振
興
班
の
指
導
を
受
け
、
松
ぼ
っ
く
り
、
落
花
生
、
く
る
み
な
ど
9
種
類
の
木
の
実

や
花
を
炭
化
し
て
作
る
「
花
炭
」
作
り
に
挑
戦
し
、
約
30
分
で
真
っ
黒
な
「
花
炭
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
花
炭
」
づ
く
り
は
、
穴
を
開
け
た
空
き
缶
に
、
炭
に
し
た
い
木
の
実
や
花
を
入
れ
て
炭
化
さ
せ
ま
す
。
主
な
効
果
と
し
て
、

消
臭
や
防
湿
の
効
果
も
あ
り
、
お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
、
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。県

域
を
越
え
、
相
撲
で
交
流
!

10/
　26

2 部 1 位  赤水

グラウンドゴルフ 1位
増田嘉明さん

10/
　 6

　

御
荘
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
土
俵
で
、
町
体
育
協
会
主
催
の
「
第
4
回
伊
予
・
土
佐
親
善
相
撲
愛
南
大
会
」
が
行
わ
れ
、
小
学
生

の
部
に
18
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
14
チ
ー
ム
、
計
32
チ
ー
ム
、
1
4
4
名
の
力
士
が
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

1 部 1 位  船越

3部 1位  僧都
クロッケー 1位の一本松 Aの皆さん
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元気いっぱい！元気いっぱい！
10/
　 28

　

柏
小
学
校
5
年
生
5
名
が
、
環
境
N
P
O
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
、
川
東
祐ゆ

う

す

け亮
さ
ん
の
指
導
で
「
え
ひ
め
え
ひ
め
A
ー

2
」

作
り
に
挑
戦
し
、
作
成
さ
れ
た
「
え
ひ
め
A
ー

2
」（
60
ℓ
）
は
、
全
校
児
童
及
び
教
職
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
5
年
生

は
、
総
合
や
国
語
等
の
時
間
に
、
身
近
な
生
活
環
境
や
地
球
環
境
の
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
の
中
で
川
東
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
「
何
事
も
、
正
義
感
や
義
務
感
だ
け
で
は
長
続
き
し
な
い
。
環
境

問
題
も
、身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
、
継
続
し
て
で
き
る
取
り
組
み
が
重
要
。
そ
れ
が
、え
ひ
め
え
ひ
め
A
ー

2
だ
」と
話
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
日
々
の
生
活
を
見
つ
め
る
中
で
、
美
し
い
柏
の
自
然
環
境
を
育
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
各
部
1
位
と
本
町
選
手
の
3
位
ま
で
掲
載
】

●
個
人
戦

○
小
学
1
年
生
の
部 

1
位 

宮
崎
光こ

う

せ

い星
（
土
佐
清
水
）

○
小
学
2
年
生
の
部 

1
位 

土
居
佑ゆ

う

や也
（
愛
南
） 

2
位 

片
山
顕け

ん

ご吾
（
愛
南
） 

3
位 

林
大ひ

ろ

と翔
（
愛
南
）
、
宮
下
龍

り

ょ

う

（
内
海
）

○
小
学
3
年
生
の
部 

1
位 

岡
野
崇し

ゅ

う

と士
（
津
島
） 

3
位 

濵
田
恭

き

ょ

う

す

け輔
、
山
木
聖せ

い

た太
（
以
上
、
愛
南
）

○
小
学
4
年
生
の
部 

1
位 

宮
崎
麗れ

い

（
土
佐
清
水
） 

3
位 

松
田
凌り

ょ

う

と人
（
愛
南
）

○
小
学
5
年
生
の
部 

1
位 

田
中
大だ

い

す

け介
（
野
村
）

○
小
学
6
年
生
の
部 

1
位 

二
宮
健け

ん

と登
（
野
村
）

○
中
学
1
年
生
の
部 
1
位 

岩
村
孔こ

う

せ

い成
（
御
荘
） 

3
位 

近
平
佳け

い

た

ろ

う

多
朗
（
御
荘
）

○
中
学
2
年
生
の
部 
1
位 

伊
藤
真さ

ね

ゆ

き之
（
春
日
館
）

○
中
学
3
年
生
の
部 

1
位 
中
井
巧

た

く

み

（
明
徳
）

●
団
体
戦

○
小
学
生
の
部 

1
位 

土
佐
清
水
A

○
中
学
生
の
部 

1
位 

南
海
中
学
校
A

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
一
緒
に
プ
レ
ー
!

11/
　 1

　

南
レ
ク
城
辺
芝
球
技
場
で
、
愛
媛
F
C
選
手
に
よ
る
「
2
0
0
8
太
陽
石
油
愛
媛
F
C
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
（
県

内
3
ヵ
所
で
開
催
）
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
1
2
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
兼
田
亜あ

き

し

げ

季
重
、
神
丸
洋よ

う

い

ち一
、
伊
藤
博ひ

ろ

た

だ幹
の
3
選
手
、
コ
ー
チ
が
、
参
加
し
た
児
童
1
2
7
名
と
一
緒

に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
ほ
か
、
サ
イ
ン
会
や
記
念
写
真
と
、
憧
れ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
の
一
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。
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折
々
の
便
り

　

ふ
る
さ
と
愛
南
町
を
遠
く
離
れ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
」
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
、
新
た
な
交
流
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
「
折
々
の
便
り
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

 

今
回
は
、
中
川
在
住
の
入
江
豊

ゆ
た
か

、
英ひ

で

み美
夫
妻
の
紹
介
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
住
ま
い
の
石
塚
裕ゆ

う

こ子
さ
ん
か
ら
ご
投
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

折
々
の
便
り愛南

の
海
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

　

右
側
に
見
え
て
来
る
海
。
町
の
名
前
が
変
わ
り
、
陸
の
景
観
が

変
わ
っ
て
も
、
こ
の
海
だ
け
は
い
つ
も
同
じ
。
私
は
中
浦
で
生
ま

れ
育
ち
、
当
時
の
南
内
海
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
地
元
を

出
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
特
待
生
と
し
て
松
山
の
高
校
で
寮
生
活

を
始
め
ま
し
た
。

　

厳
し
い
生
活
の
合
間
、
帰
省
の
度
に
目
に
入
る
故
郷
の
海
岸
線

は
、
い
つ
も
「
帰
っ
て
き
た
」
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
親
元
を
離
れ
た
日
々
の
生
活
が
過
酷
だ
っ
た
分
、
故
郷
の
海

が
見
え
る
と
、
余
計
に
そ
の
厳
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ
た
気
が
し
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
も
、
地
元
に
戻
る
こ
と
な
く
、
遠
く
で
暮
ら
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
中
浦
、
そ
し
て
、
南
宇
和

は
、
常
に
恋
し
く
、
懐
か
し
く
思
え
る
故
郷
で
す
。

　

私
は
現
在
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
N
Z
）で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
選
手
時
代
、
い
ろ
ん
な
国
に
遠
征
し
て
海
外
に
興

味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
短
期
滞
在
し
た
N
Z
で
日
本
人
の
夫
と
結
婚
し
、
定
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

N
Z
は
、
日
本
か
ら
ち
ょ
う
ど
九
州
を
除
い
た
く
ら
い
の
島
国
で
、
私
の
住
む
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
の
中
央
に
位
置
す
る
こ
の
国
、
第
二
の

都
市
、
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
緑
豊
か
な
街
で
す
。
こ
こ
で
私
は
、
3
人
の
子
供
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
ま
だ
小
さ
い
頃
は
、

毎
年
の
よ
う
に
里
帰
り
を
し
、
私
の
母
校
で
あ
る
中
浦
小
学
校
に
通
わ
せ
て
も
ら
い
、
中
浦
っ
子
た
ち
と
も
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
英
語
と
日
本
語

の
標
準
語
を
話
す
子
ど
も
た
ち
が
、
み
ん
な
と
遊
ぶ
う
ち
に
中
浦
の
方
言
を
話
し
始
め
る
の
が
お
か
し
く
も
あ
り
、
何
と
な
く
嬉
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
学
校
も
以
前
の
よ
う
に
長
期
で
休
ま
せ
ら
れ
ず
、
最
後
の
帰
国
か
ら
5
年
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
14
歳
に
な
っ
た
双
子
の
長
男
、
次
男
、

そ
し
て
11
歳
の
長
女
は
、
日
本
の
子
供
た
ち
同
様
、
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
国
技
の

ラ
グ
ビ
ー
で
も
人
気
の
サ
ッ
カ
ー
で
も
な
く
、
な
ん
と
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
。
「
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ダ
ン
ス
?
」
の
世
界
で

す
。
英
国
系
の
国
と
い
う
こ
と
と
、
昨
今
の
世
界
的
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
供
た
ち
の
競
技
人
口
は
結
構
多
い
よ
う
で
す
。

　

今
年
8
月
、
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
長
男
が
昨
年
に
続
き
優
勝
、
次
男
が
準
優
勝
し
、
12
月
に
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
る
国
際
大
会
へ
3
兄
妹
そ
ろ
っ
て
の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
子
供
達
は
今
で
も
事
あ
る
ご
と
に
、
中
浦
の
友
達
や
一
本
松
の
親
戚
の
事
を
話
題
に
し
、
懐
か
し
が
り
、
そ
し
て
里
帰
り
し
た
と
き
に
真
っ
先
に

見
え
る
海
が
、
私
が
感
じ
る
の
と
同
様
に
「
帰
っ
て
き
た
」
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。
N
Z
で
生
ま
れ
育
ち
、
英
語
を
母
国
語
と
す

る
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
南
宇
和
は
「
故
郷
」
な
の
だ
と
思
う
と
、
来
年
こ
そ
は
み
ん
な
で
里
帰
り
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
投
稿
文 

石
塚
裕
子
さ
ん
）

写真中央の女性が石塚裕
ゆ う こ

子さん

クライストチャーチの街並み
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心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童
委員が相談をお受けします
（事前予約が必要）。
  １月１３日
　14時～16時　
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名
が日常生活でかかえる心配
ごとの相談をお受けします。
  １２月１３日・２４日
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

◆
西
海
俳
句
会

　
　
　
　

 

追
憶

秋
彼
岸
没
日
を
拝
む
姿
の
供

人
の
世
の
情
に
生
き
て
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

白
鷺
や
牡
丹
の
命
日
の
出
ま
で

コ
ス
モ
ス
の
見
事
な
絨
緞
目
を
み
は
る　
　
　
　

吉
田　

久
江

十
月
や
満
月
残
し
陽
は
昇
る　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

折
に
触
れ
手
を
合
わ
す
日
々
秋
深
む　
　
　
　
　

利
根
早
智
江

二
羽
三
羽
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
藤
袴　
　
　
　
　
　

吉
田　

寅
恵

稲
刈
や
浦
の
子
慣
れ
ぬ
鎌
を
手
に　
　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
俳
句
会

石
垣
の
郷
や
坂
道
冬
す
み
れ　
　
　
　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

吾
亦
紅
少
し
濃
い
め
に
紅
を
ひ
き　
　
　
　
　
　

山
本　

金
子

扇
状
に
広
ご
り
ゆ
く
や
い
わ
し
雲　
　
　
　
　
　

菊
池　

静
子

土か
わ
う
け器

の
す
い
込
ま
れ
ゆ
く
紅
葉
渓　
　
　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

冬
銀
河
大
事
を
一
つ
ま
だ
残
し　
　
　
　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

青あ
を

北き

風た

や
浦う

ら

曲わ

に
浮
き
し
真
珠
ブ
イ　
　
　
　
　

山
口　
　

菫
す
み
れ

焼
魚
に
酸す

橘だ
ち

を
添
え
て
も
て
な
せ
り　
　
　
　
　

山
口　

和
子

受
け
上
手
下
校
の
子
等
の
柿
を

も

ぎ　
　
　
　
　

浜
野　

康
子

崎
の
端は

の
小
さ
き
灯
台
雁か

り

渡わ
た

し　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

放
た
れ
し
朱と

鷺き

の
行
方
や
雁
の
こ
ろ　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

亡
き
友
に
届
く
だ
ろ
う
か
雁
渡
し　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

い
つ
か
は
や
八
頭
身
の
彼
岸
花　
　
　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

青
北
風
の
渡
る
浜
辺
を
遊ゆ

う

子し

過
ぐ　
　
　
　
　
　

大
西　

邦
彦

雁
渡
し
農
を
継
ぐ
子
の
遠
く
住
み　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

草
覆お

ほ

ふ
小
さ
き
墓
や
雁
渡
し　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

文
系
も
理
系
も
裾
に
ゐ
の
こ
づ
ち　
　
　
　
　
　

山
岡　

桑
史

◆
み
な
み
う
わ
句
会

過か

疎そ

過
疎
と
泡
立
草
の
嗤わ

ら

ふ
か
な　
　
　
　
　
　

木
村　

智
子

久ひ
さ

久び
さ

の
俳
都
松
山
城
は
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

則
夫

朝
顔
の
朝
だ
け
の
夢
濃
紫　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

二
才
の
遊
戯
リ
ズ
ム
を
と
り
て
天
高
し　
　
　
　

田
口
ひ
さ
子

梵
鐘
の
一
打
の
余
韻
秋
彼
岸　
　
　
　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

行
先
は
車
ま
か
せ
よ
天
高
し　
　
　
　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

歓
声
も
螺ら

旋せ
ん

や
秋
の
滑
り
台　
　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

何
時
し
か
に
峡
に
一
戸
や
里
の
秋　
　
　
　
　
　

猪
野　

舟
水

海
の
襞ひ

だ

た
ち
ま
ち
秋
の
渦
と
な
り　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

秋
天
へ
高
い
高
い
と
子
を
掲か

か

げ　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

◆
御
荘
短
歌
会

本
堂
の
葺
き
替
へ
な
り
し
金
光
寺
亡つ

夫ま

に
見
せ
た
し
光
る
甍
を　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

一
群
の
芒
川
辺
に
高
く
伸
び
風
の
吹
く
度
揺
れ
つ
つ
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

送
り
火
の
煙
に
乗
り
て
帰
る
と
聞
く
先
祖
の
御
霊
は
浄
土
の
郷
か　
　
　
　
　
　

西
崎　

文
恵

冬
耕
の
轍
の
跡
の
一
途
な
り
曲
り
し
ま
ま
に
な
べ
て
従
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

朝
露
の
涼
し
き
な
か
を
咲
き
い
で
て
芙
蓉
晩
夏
の
ひ
か
り
に
か
が
よ
う　
　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

芸
終
へ
て
ゆ
る
く
歩
め
る
巨
大
象
の
安
堵
の
眼
差
し
優
し
か
り
け
り　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

◆
内
海
俳
句
会

日
帰
り
の
紅
葉
全
山
惜
し
み
け
り

老
眼
に
涙
腺
ゆ
る
む
小
春
か
な　
　
　
　
　

太
田　

信
子

八
朔
や
父
母
の
碑
に
無
事
告
げ
に
く
る

指
折
っ
て
数
う
曽
孫
や
赤
の
ま
ま　
　
　
　

好
岡
東
明
子

花
野
虹
愛
犬
と
も
に
追
い
ゆ
き
ぬ

秋
燈
に
憑
か
れ
し
虫
の
翅
叩
く　
　
　
　
　
　

ほ
た
る
草

現
し
身
に
滲
む
旅
情
の
露
衣

臥
待
や
浅
き
夢
路
の
薄
明
り　
　
　
　
　
　

岩
森
十
志
子

訂正とお詫び
　

広
報
「
あ
い
な
ん
」
11
月
号
に
掲

載
し
た
愛
南
文
芸
、
内
海
俳
句
会
の

掲
載
方
法
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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い
じ
め
や
児
童
虐
待
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
！

愛
南
警
察
署
か
ら

夕
暮
れ
時
は
、
交
通
事
故
の
多
発
時
間
帯
で
す
！

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

「
歯
周
病
懇
談
会
」を

開
催
し
ま
す
！

保
健
福
祉
課
か
ら

■歯をみがく時に歯ぐきから血が出る
■歯ぐきの色が赤黒いところがある
■歯ぐきがプヨプヨとやわらかいところがある
■歯ぐきがはれることがある
■歯と歯の間に食べカスがはさまる
■口臭が気になる
■歯が伸びた感じがある
■ぐらつく歯がある
■歯科医院にいつ行ったか憶えていない

あなたのお口にあるこんな症状

2つ以上で要注意!

　

宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に

あ
る
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
ど

り
」
で
は
、
お
子
さ
ん
や
家
庭
で
の
心
配

ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
24
時
間
体
制
で

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は
無

　

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

愛
媛
県
本
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
交

通
事
故
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

と
前
照
灯
の
こ
ま
め
な
切
替
え
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
時
も
、
早
め
の
前

照
灯
の
点
灯
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

料
で
す
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
個
人
情
報
等
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
９
５
―

２
６
―

２
２
８
２
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
及
び
外
国
の
高
校
や
大

学
に
、
入
学
、
在
学
さ
れ
る
方
の

保
護
者
を
対
象
の
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。

【
利
用
で
き
る
方
は
】

　

世
帯
の
年
間
収
入（
所
得
）が
、

次
表
の
金
額
以
内
の
方

子
供
の
人
数

給
与
所
得
者

（
事
業
所
得
者
）

１
名

７
９
０
万
円　

（
５
９
０
万
円
）

２
名

８
９
０
万
円　

（
６
８
０
万
円
）

３
名

９
９
０
万
円　

（
７
７
０
万
円
）

４
名

１
，０
９
０
万
円

（
８
６
０
万
円
）

５
名

１
，１
９
０
万
円

（
９
６
０
万
円
）

　

（
注
）「
子
供
の
人
数
」
と
は
、

申
込
み
さ
れ
る
方
が
扶
養
す
る

子
供
の
人
数
を
い
い
ま
す
。
年

齢
、
就
学
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
な
お
、
６
名
以
上
の
場
合

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
融
資
額
】　

学
生
、
生
徒
１
名

当
た
り
、
２
０
０
万
円
以
内

【
利
率
】

　

年
２
・
４
５
％

　

（
平
成
20
年
11
月
10
日
現
在
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

申
込
み
等
、
詳
し
く
は
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
―

０
０
―

８
６
５
６
）
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

成
人
の
80
％
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
歯
周
病
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
懇
談
会
及
び
検
診
を
行
い
ま
す
。
お
口

の
中
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

懇
談
会

日
時

平
成
21
年
１
月
11
日（
日
）10
時
30
分
〜
12
時

平
成
21
年
１
月
18
日（
日
）10
時
30
分
〜
12
時

平
成
21
年
１
月
25
日（
日
）10
時
30
分
〜
12
時

場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー  

創
造
交
流
室

（
＊
３
回
と
も
懇
談
会
の
内
容
は
同
じ
で
す
）

無
料
歯
周
病
検
診

日
時　

平
成
21
年
２
月
１
日（
日
）

　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

13
時
〜
14
時
30
分

場
所　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

次
の
よ
う
な
方
に
オ
ス
ス
メ
で
す

問
い
合
わ
せ

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

「
平
成
21
年
愛
南
町
成
人
式
」開
催
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

（10月受付分）

（10月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

総
務
課
か
ら

生
涯
学
習
課
か
ら

日　

時　

平
成
21
年
１
月
３
日（
土
）

受
付　

13
時
〜

式
典　

14
時
〜

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

昭
和
63
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方

そ
の
他　

対
象
者
に
は
、
出

欠
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す

が
、
12
月
４
日
（
木
）
ま
で
に

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
生
涯
学
習
課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

さだ いち
○
役
場
一
般
業
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

12
月
27
日（
土
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま
で

休
み
。

　

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可

証
の
発
行
は
行
い
ま
す
。

○
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

１
月
１
日（
木
）〜
４
日（
日
）ま
で
収
集
が

休
み
。

〈
新
聞
、雑
誌
の
持
込
み
は
、
12
月
30
日（
火
）15

時
ま
で
〉

〈
粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
、
12
月
26
日（
金
）12

時
ま
で
〉

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
℡
８
４
―

３
７
０
０
）

12
月
28
日（
日
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま
で

休
み
。

○
国
保
一
本
松
病
院
（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

○
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

（
℡
８
５
―

０
３
４
１
）

　

12
月
27
日
（
土
）
の
12
時
か
ら
１
月
４
日

（
日
）ま
で
休
み
。

○
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２
―
１
１
１
７
）

12
月
26
日（
金
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま
で

休
み
。

○
御
荘
霊
苑
（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）

１
月
１
日（
木
）が
休
み
。

○
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘（
℡
８
４
―
３
２
６
０
）

年
末
年
始
、
無
休
で
営
業
し
ま
す
。

○
御
荘
夢
創
造
館
（
℡
７
２
―

１
１
１
６
）

　

12
月
27
日（
土
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま
で

休
み
。
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　11 月中旬になり、寒気
が南下し、日中の冷え込み
が急に厳しくなりました
が、皆さんは体調など崩さ
れていませんか ?
　さて、今号では、清水雅
文新町長の職員への訓示、
町議会臨時会での招集あい
さつを掲載し、清水町長の
めざす行政運営について掲
載しました。今後も、今ま
で同様、住民の皆様に「町
長の行動や行政運営に対す
る考え方」を掲載し、行政
組織のトップがどう町を変
えようとしているのか、ど
んな施策を実現しようとし
ているのかなど、できるか
ぎり皆様にお伝えしていき
たいと思います。
　このほか、雨天の中、実
施した「第 3回ふるさと一
本松祭」で講演された岡本
吉
よ し き

起さん ( 現在、東京都在
住 ) は、私の一つ上の先輩
で、小中学校時代、周囲の
人を笑わせる天才という表
現が相応しい方でした。講
演では、専門学校時代の苦
労などを伺い、改めて「夢
を持つことの大切さ」を再
認識させていただきまし
た。また、傘を差しながら、
温かい声援を送る同級生の
姿が、とても微笑ましく感
じました。
　「やっぱり、同級生はい
いなあ」と思います。
　もうすぐ師走です。何か
と慌しくなりますが、様々
な変化を敏感に感じとれる
感性、心のゆとりを持ちた
いものです。

　「第18回県境篠山騒動どろんこサッカー

大会」フォトコンテストで最優秀賞に輝

いた岡原俊
と し き

機さん（広見）の「守る」です。

　ゴール前での激しい攻守が表現され、

とても素晴らしい写真だと思います。

愛南町の人口
（平成２０年１１月１日現在）

世帯数　11,076 戸　
人口　   26,303 人
　男　   12,286 人
　女      14,017 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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